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11．表・図版
表・図版の説明は本文とは別にまとめる。表・図版・写真は、
「図版台紙」に貼り付けするか、「図版台紙」に示された規格に
準拠して作成する。
12．倫理
臨床治験に関しては「ヘルシンキ宣言」、動物を用いた研究は
「山形大学動物実験規程」あるいはこれに準ずるものを遵守した
ものでなければならない。このことを本文中に明記する。
13．校正
校正はすべて著者が責任を持って行う。校正の段階での大幅な
加筆や訂正は認めない。
14．Native speakerによる校閲
欧文論文及び欧文抄録は著者の責任により論文の提出前に 
Native Speakerの校閲を受ける。表紙にNative Speakerの「所
属・氏名等」を記入する。
15．著作権
論文を投稿する者は、山形大学に対して、当該論文に関する出
版権・複製権・公衆送信権の利用につき許諾するものとし、公衆
送信によって発生した対価はすべて山形大学に帰属する。なお、
掲載された論文等は、原則として電子化するものとし、山形大学
機関リポジトリに保存し附属図書館ホームページ等を通じてコン
ピュータ・ネットワーク上に公開する。
他者に著作権が帰属する資料を引用・転載する場合は，投稿者
自身が著作権者の了解を得たうえで，出所を明記する。
　附 則
この規程は、平成11年４月１日から施行する。
　附 則
この規程は、平成12年１月７日から施行し、平成12年１月１日
から適用する。
　附 則
この規程は、平成13年１月１日から施行する。
　附 則
この規程は、平成14年11月12日から施行する。
　附 則
この規程は、平成16年４月１日から施行する。
　附 則
この規程は、平成17年４月19日から施行し、平成16年４月１日
から適用する。
　附 則
この規程は、平成19年３月６日から施行する。
　附 則
この規程は、平成20年７月３日から施行する。
　附 則
この規程は、平成23年４月１日から施行する。
　附 則
この規程は、平成24年２月21日から施行し、平成23年７月１日
から適用する。
　附 則
この規程は、平成28年12月20日から施行する。
　附 則
この規程は、平成29年12月19日から施行する。
その他の注意事項
１．本学の大学院研究科学生及び研究生の投稿について
「学位論文」及び「本学教職員との共著論文」である場合に投
稿が認められます。学位論文については指導教員の承認を得てく
ださい。
２．「学会報告」について
別に申合せが定められていますので、新たに投稿を希望される
場合は予め医学部事務部学務課図書担当へお尋ねください。
３．「海外ニュース、トピックス等」について
本学部関係の海外研究者の方が、現地での研究の動向（ニュー
ス、トピックス等）を投稿する場合は、
　　１）邦文：40字×30行で作成の原稿４枚以内
　　２）欧文：80字×20行で作成の原稿６枚以内
としてください。また、本学における所属講座（責任講座）を明
記するようにしてください。
４．査読者について
希望する査読者がいる場合は、３人程度お知らせください。査
読者は、学内の方を原則といたします。
ただし、希望する方が実際に査読者になるとは限りません。
５．その他不明な点は、医学部事務部学務課図書担当までご照会く
ださい。
